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　生命（いのち）を守る
避難生活の健康を守る
　予防接種・各種健診事業  …………… ５,１０５万円
　仮設住宅入居高齢者等健康管理業務 … ６０４万円
　健康リスクコミュニケーション事業 … ５５４万円
　内部被ばく検査事業  …………………… ２８３万円
子どもの医療費を支援する
　乳幼児医療費助成事業  …………… ２７４万円

　子どもたちの未来をつくる
避難先での子育てを支える
　被災児童生徒等就学支援費  ………… ３,６９２万円
　子育て支援センター建設事業  ……… ３,１３９万円
　子どもの心のケア事業  ………………… ２５１万円
中学生の学力向上を目指す
　村塾事業  ………………………………… １４７万円
子ども達に多様な経験を
　沖縄までいの旅・ドイツ未来への翼事業… １,５０５万円

　人と人がつながる
村民同士のつながりを維持する
　いやしの宿運営事業  ………………… ２,１３３万円
　地域づくり事業  ……………………… １,９４５万円
　敬老会  …………………………………… ４６５万円
　いいたて村民ふれあい号業務  ………… １６３万円
避難先での新たなつながりをつくる
　新しいコミュニティづくり支援事業 … １,３４４万円

　原子力災害を乗りこえる
放射線量を測定・公表する
　環境放射線モニタリング業務  ……… ５, ４５２万円
　放射線量測定業務  …………………… ２, ４８４万円
安全な飲料水を確保する
　飲料水安全確保対策事業  …………… ３,５４３万円
村復興のシンボルへ
　村内復興拠点エリア整備事業  ……… ６,９５２万円
　公民館建替事業  ……………………… ９, ４７６万円

　までいブランドを再生する
村外での営農再開を支援する
　被災地域農業復興総合支援事業 … １億１,２４１万円
　避難農業者一時就農等支援事業  ……… ７００万円
　畜産農家支援事業  ……………………… ５４８万円
村内営農再開に向けて支援する
　農地・水・環境保全向上対策事業  …… ９２２万円
　福島県営農再開支援事業  ……………… ７１２万円

一人ひとりの復興を目指す歩み
～ 平成２６年度に実施した主な施策 ～

　平成２６年度一般会計では、復旧・復興事業に２７億５, １３８万円が費やされ、歳出全体の４割
を超える決算となりました。
　平成２６年度に村が行った主な施策について、復興計画の５つの基本方針に基づき紹介します。

基本方針⑤

基本方針④

基本方針①

基本方針②

基本方針③

飯舘村の財政状況指標
　平成 26 年の決算を基に、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定による村の財政
状況を公表します。
　平成 26 年度健全化判断比率等を算定した結果、４つの指標において早期健全化団体や財政再
生団体となる基準を下回りました。このことから、本村の財政状況は健全な状態にありますが、
引き続き、適正な財政運営に努めます。

健全化判断比率 早期健全化基準
※基準を下回るほど健全 飯舘村の財政状況

一般会計での赤字の程度
（実質赤字比率） １５％ 算定なし

全会計での赤字の程度
（連結実質赤字比率） ２０％ 算定なし

財源の中で借金返済額の占める割合
（実質公債費比率） ２５％ ６．６％

全会計を対象に、一般会計などが将来
負担する借金の財政規模に対する割合

（将来負担比率）
３５０％ 算定なし


